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地域部会における意見の概要について 

 

第２回地域部会開催状況 

○新川地域部会  H28.1. 7（木）10:30～12:00（ホテルアクア黒部） 

○県西部地域部会 H28.1.12（火）13:30～15:00（高岡商工ビル） 

○富山地域部会  H28.1.20（水）14:30～16:00（富山県民会館） 

 

 

【基本目標１】結婚・出産・子育ての願いが叶う環境整備  

○新川地域部会 

・結婚支援について、県西部地域の優良な取組みを参考にノウハウを学び、効果的に 

実施すべきである。 

・県民希望出生率 1.9 の達成が単なる目標で終わらないように、県内企業や組織とと 

もに具体的な取組みを検討する必要がある。 
 

○県西部地域部会 

・県西部地域では婚活支援活動が活発に行われているが、先進事例やノウハウを共有 

し、県や市町村、地域全体が連携して取り組むべき。 

・女性が、結婚・出産・子育てに負担感を抱かず、多様な働き方ができるよう、より 

具体的な仕事と子育ての両立支援策の検討が必要。 
 

○富山地域部会 

・各市町村でも婚活支援に取り組んでいるが、女性は市外からの参加が多い。市町村

間で人の取り合いをするのではなく、県全体で広域的な取組みが必要。 

 

 

【基本目標２】産業の振興、雇用の創出、県外からの移住促進  

○新川地域部会 

・若者が県外を知ることは大事なので、県外転出に歯止めをかけるのではなく、外に 

出た若者がまた戻ってきたいと思えるような地域づくりが必要。 
 

○県西部地域部会 

・地域の特性を活かした魅力ある仕事を生み出し、創業率を上げる取組みが必要。 

・個別市町村では対応が難しい起業未来塾のような人材育成や、人材を確保するため 

の雇用対策などについて、県で取組みを進めてほしい。 

・北陸新幹線を活用し、ものづくりと工場見学を組み合わせた、産業観光の取組みを 

近県や首都圏と連携して盛り上げていけると良い。 

・本県の伝統産業に従事したいとの声も多い。そうした移住希望者も含め、仕事や 

住まいなど総合的にアドバイスする相談窓口があればよい。 
 

 

 

参考１ 



2 

 

○富山地域部会 

・県外に進学した学生に戻ってきてもらうためには、地元に若者の受け皿があること

が重要であり、企業誘致に一層力を入れるべき。 

・県内企業への就職者を増やし、若者の地元定着を促進するには、（県外に出て行く前

の）小・中・高校生へのアプローチが重要。子どもの頃から、企業のオープンツア

ー、産業観光などを通して、もっと地元の企業を知ってもらうべき。 

・増加する外国人観光客への対応（通訳）に、留学生や研修生を活用できないか。 

・県内に魅力ある観光地が点在するメリットを活かし、何度も訪れてくれるリピータ

ーを増やすことが重要。観光で訪れたことをきっかけに、移住してくれる人もいる。 

・北陸新幹線の開通などにより、富山の知名度は高まっているが、富山が「憧れの地」

となるよう、富山県そのもののブランディングをさらに進めることが重要。 

 

 

【基本目標３】女性・高齢者など多様な人材確保と労働生産性の向上  

○新川地域部会 

・女性が働きやすい環境づくりに努め、多様な保育の在り方を検討し、育児支援する 

ことが必要。 
 

○県西部地域部会 

・薬都とやまとして、医薬品の品質維持のために、教育機関等で、開発者や研究者だ 

けでなく、人材が不足する医薬品従事者のすそ野を広げるような人材を育成してい

く必要がある。 
 

○富山地域部会 

・社会を支える幅広い産業で労働力を確保するために、県内の大学に製造業だけで 

なく農業の分野の学科もあれば全国から人が集まるのではないか。 

 

 

【基本目標４】地域の基盤強化・魅力向上  

○新川地域部会 

・子どもたちへのふるさと教育を推進することにより、富山で住みたいと思う若い 

世代が増え、地域の活性化につながる。 

・教育県富山において、新川地域から富山方面の高校に通う通学電車の混雑を緩和し、 

かつてのように勉強できる環境を整えてはどうか。教育の質の高さが、本県への移

住にもつながる。 

・若者世代に魅力のある地域となるために、新川地域に ICT などを活用し、特定分野 

の最先端教育が受けられる特徴的な高等教育機関があればよいと思う。 

・今年から新たな祝日として「山の日（8月 11 日）」が始まることに関連し、新川地 

域を多くの百名山等が見える「岳都」として、その強みや特色を活かすことが必要。 
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○県西部地域部会 

・北陸新幹線開業で増加している観光客にも対応できるよう、公共交通ネットワーク 

の充実に力を入れてほしい。（観光列車「べるもんた」の人気を継続させる取組み、

路線バスのルートを観光客にも分かりやすいよう見える化する、「ぶりかにバス」の

本数の増加など） 

・10 年後、20 年後を見据えれば関西方面とのつながりも重要。北陸新幹線の福井 

までの延伸を早期に実現し、富山と福井の連携強化を図るべき。 

・中山間地域ならではの豊かな生活の魅力を、国内外にアピールすべき。 
 

○富山地域部会 

・県内の駅、空港、観光地などをつなぐ交通（バス、タクシー、レンタカーなど）の

充実が重要。 

 

 

 その他（全体に関するご意見）    

○新川地域部会 

・総合戦略全体を地域の人に理解してもらい、地域全体で取り組む姿勢が大切である。 

・新川地域内において、４つの市町がそれぞれの良さを活かしながら連携を図ること 

が必要。 
 

○県西部地域部会 

・RESAS（地域経済分析システム）を活用し、地域の経済循環構造をしっかりと捉え 

ることが重要。 
 

○富山地域部会 

・県のリーダーシップのもと、産学官金労言が連携したオール富山で地方創生を進め

てほしい。 

 

 


